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1. シェルドレイクの実験 
 超常的な現象について
は、みなさん、それぞれ
様々な体験があるようで
す。書いてもらったもの
の一部を掲載します。 
 これらがウソである、
などとは言いません。た
だ、指摘したいのは、こ
れらの現象は、同じ状況
で同じことをくり返すこ
とができないために、検
証Cとして成り立たない
ことです。超常現象を検
証することが困難である
重要なポイントです。 

 しかも、100％でなく、単に電話の相手
を当てる確率が上がる、だと指摘のように
確かめにくいです。統計学は使えますが。 

 ということで、検
証方法が難しいのが
難点です。 

 例えば、ノーベル賞受賞者の物理
学者ジョセフソンは、超常現象を物
理学で説明できるのではないか、と
考えているようです。「量子もつ
れ」はその候補のようです。 

2. ビデオの授業 

 今年は肯定的な意見が多いです。授業を
録画して見ることができるようにすること
は、コストと手間がかかるので、すぐには
実現しないでしょう。今週、この授業に3
時間以上の準備時間を既に使っています。 
 講義の録画を見る形式の授業では、全部
見る割合が少ないこと（単位修得率が低い
こと）が知られています。例えば、放送大
学のビデオを録画しても、皆さんは見るで
しょうか？ 

3. ブラウン運動と論証の方法 

 一つの典型的な考え方なので、身につけておきましょう。 

 アインシュタインは、これを「分
子がある証拠だ」と考えて論証しま
した。分子の運動と関係しています。 



5. センメルヴェイス 
 思ったよりも、皆さんの
感想は「自分も暴行する側
かも」が多かったです。 

 「勇気がいる」の部分を詳
しく検討したいです。「自分
が暴行されるかもしれないか
ら」なのか、「面倒だからあ
えてしない」のか。 

人間にそのような性質があることは認
めざるをえません。しかし、それをあ
きらめてしまったら、人間は滅びるし
かなさそうです。まさに、論理的に考
えられないのは不自由です。勉強して
自由にならなければ、私たちの世界を
よくすることはできそうにありません。 

 もし、人類が生き残るのだとしたら、
そうした社会になっていなければならな
いはずです。希望を持ちたいですし、こ
れらのコメントは心強いです。 

 根拠が少ないので、もっとCを繰り返さないといけな

い、という指摘だと言うこともできると思います。 
 このコメントは、もしも、の話ではありま
すが、やはり、信用するためには根拠（ある
いは検証C ）が不可欠です。 

4. パスツールのスープ  いい指摘です！しかし、微生物
も、生存のためには空気が必要だ
ということはわかっていますから、
密閉するとそれが供給されないと
考えたのではないでしょうか。も
ちろん、引き続く実験とも関係が
あるとは思います。 

 細菌にもいろいろあります
からね。人間にとってありが
たい菌もいます。 

 生物学的変
化の他に、化
学的変化、物
理学的変化が
あり得ます。 

しかし、私たちが、缶詰を食べていることを考えると、結構いけるのではないかと思います。 


